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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報を表示する表示手段を加飾する表示装置用加飾体であって、
　加飾母材と、前記加飾母材の上面に形成された加飾層とを備え、
　前記加飾母材は、
　第１面と、
　前記第１面と隣接し且つ前記第１面に対して前記第１面との第１境界線が突出する方向
へ傾斜する第２面と、
　前記第１面上に第１表示意匠として形成された第１凸部と、
　前記第２面上に第２表示意匠として形成された第２凸部とを備え、
　前記第１凸部と前記第２凸部は、前記第１境界線上で互いに分離して形成され、
　前記第１凸部の上面に形成された前記加飾層を除去することにより第１露出面を形成し
、
　前記第２凸部を、前記第１露出面の延長面より下方に配設し、
　前記第２凸部の上面に形成された前記加飾層を除去することにより第２露出面を形成し
、
　前記第１露出面を、前記第２露出面の延長面より下方に配設することを特徴とする表示
装置用加飾体。
【請求項２】
　前記第１凸部と前記第２凸部は、表示装置用加飾体の正面から見て前記第１境界線に対
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して略垂直な方向へ向かって互いに分離して形成されることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置用加飾体。
【請求項３】
　前記第１凸部と前記第２凸部は、表示装置用加飾体の正面から見て前記第１境界線に対
して略並行する方向へ向かって互いに分離して形成されることを特徴とする請求項１に記
載の表示装置用加飾体。
【請求項４】
　前記第１表示意匠と前記第２表示意匠は、それぞれ、目盛と文字の少なくとも一方を有
することを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体
。
【請求項５】
　前記第１表示意匠と前記第２表示意匠の一方は、主目盛であり、
前記第１表示意匠と前記第２表示意匠の他方は、前記主目盛を補完する補完目盛であるこ
とを特徴とする請求項４に記載の表示装置用加飾体。
【請求項６】
　前記加飾母材は、
　前記第１面と隣接し且つ前記第１面に対して前記第１面との第２境界線が突出する方向
へ傾斜する第３面と、
　前記第３面上に第３表示意匠として形成された第３凸部とを備え、
　前記第３凸部の上面に形成された前記加飾層を除去することにより第３露出面を形成し
、
　前記第１露出面を、前記第３露出面の延長面より下方に配設し、
　前記第３露出面を、前記第１露出面の前記延長面より下方に配設することを特徴とする
請求項１ないし請求項５のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体。
【請求項７】
　前記加飾母材は、前記加飾層と異なる色調を有することを特徴とする請求項１ないし請
求項６のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体。
【請求項８】
　前記加飾母材は、透光性を有し、
　前記第２露出面は、前記加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示されることを
特徴とする請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体。
【請求項９】
　前記加飾母材は、透光性を有し、
　前記第２露出面は、前記加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示され、
　前記第３露出面は、前記加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示されることを
特徴とする請求項６に記載の表示装置用加飾体。
【請求項１０】
　前記加飾母材は、透光性を有し、
　前記第１露出面は、前記加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示されることを
特徴とする請求項１ないし請求項９のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体。
【請求項１１】
　請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体と、
　前記表示装置用加飾体により加飾され且つ情報を表示する表示手段とを備えることを特
徴とする表示装置。
【請求項１２】
　請求項８ないし請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置用加飾体と、
　前記表示装置用加飾体により加飾され且つ情報を表示する表示手段と、
　前記第１露出面と前記第２露出面の少なくとも一方を透過照明する光源とを備えること
を特徴とする表示装置。
【請求項１３】
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　前記表示手段は、文字盤と該文字盤の前面に沿って回動する指針とを備え、
　前記表示装置用加飾体は、前記文字盤の前記前面において前記指針の先端の回動軌跡の
外周近傍に環状に形成されることを特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、凸部が形成された表示装置用加飾体、およびこれを備える表示装置に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、指針計器として、見映えのある斬新な表示をするため、様々な方法が提案され、
その一つとして、文字盤の表示意匠の外枠を形成する加飾体を有する指針計器が知られて
いる。
【０００３】
　例えば、数字や目盛等が形成された円板状の板部材と、外縁目盛等が形成され円環状の
枠部材である加飾体とを備えた指針計器である。
【０００４】
　具体的に、加飾体は、第１面と、これと隣接する第２面と、第１面上に表示意匠として
形成された第１凸部と、第２面上に表示意匠として形成された第２凸部とを備える加飾母
材と、加飾母材上に形成された加飾層とを備える。第２面は、第１面に対して、第１面と
第２面との境界線が突出する方向へ傾斜して形成され、第２凸部は、第１凸部と連続して
形成されている。
【０００５】
　第１凸部の上面に形成された加飾層を除去することにより第１露出面を形成し、第２凸
部の上面に形成された加飾層を除去することにより第２露出面を形成する。これにより、
加飾体は、第１露出面と第２露出面から視認される加飾母材と加飾層とのコントラスト、
および、第１面と第２面と第１凸部と第２凸部とによる立体感が相俟って、見映えのある
表示を提供できる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述の加飾体では、第１凸部と第２凸部とが連続して形成されているため、第
１凸部の上面に形成された加飾層を除去する際、第２凸部の一部を除去して（削って）し
まうことになる。このため、第２凸部の形状が損なわれ、加飾体の見映えが低下するとい
う問題が生じていた。
【０００７】
　本発明は、上記点に鑑みてなされたものであり、互いに隣接する面上にそれぞれ形成さ
れた凸部の一方の上面を他方の形状を損なわないで加工できる表示装置用加飾体、および
これを備える表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は上記目的を達成するため、以下の技術的手段を採用する。
【０００９】
　請求項１に記載の表示装置用加飾体は、情報を表示する表示手段を加飾する表示装置用
加飾体であって、加飾母材と、加飾母材の上面に形成された加飾層とを備え、加飾母材は
、第１面と、第１面と隣接し且つ第１面に対して第１面との第１境界線が突出する方向へ
傾斜する第２面と、第１面上に第１表示意匠として形成された第１凸部と、第２面上に第
２表示意匠として形成された第２凸部とを備え、第１凸部と第２凸部が、第１境界線上で
互いに分離して形成され、第１凸部の上面に形成された加飾層を除去することにより第１
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露出面を形成し、第２凸部を、第１露出面の延長面より下方に配設し、第２凸部の上面に
形成された加飾層を除去することにより第２露出面を形成し、第１露出面を、第２露出面
の延長面より下方に配設する構成とする。
【００１０】
　この構成では、第１凸部と第２凸部とを、第１境界線上で互いに分離して形成し、第２
凸部を、第１露出面の延長面より下方に配設する。これにより、第２凸部の形状を損なう
ことなく、第１凸部の上面を加工することができ、このため、第１凸部の上面に形成され
た加飾層を除去することができる。この構成では、第１露出面を、第２露出面の延長面よ
り下方に配設するため、第１凸部の形状を損なうことなく、第２凸部上に形成された加飾
層を除去することができる。
【００１１】
　この結果、二つの平面にそれぞれ凸部を形成した加飾体において、各平面と各凸部の形
状による斬新な装飾効果を発揮させつつ、即ち、斬新な立体感を視認者に与えつつ、露出
面を形成した凸部を加飾層で表示させることができる。即ち、見映えのある斬新な表示を
実現できる。その二つの平面の各凸部の上面を加飾母材で表示させることができる。この
結果、上述の効果を得ることができると共に、さらに見映えのある斬新な表示を実現でき
る。
【００１２】
　請求項２に記載の表示装置用加飾体は、第１凸部と第２凸部が、表示装置用加飾体の正
面から見て第１境界線に対して略垂直な方向へ向かって互いに分離して形成される構成と
する。
【００１３】
　この構成でも、上述の効果を得ることができる。
【００１４】
　請求項３に記載の表示装置用加飾体は、第１凸部と第２凸部が、表示装置用加飾体の正
面から見て第１境界線に対して略並行する方向へ向かって互いに分離して形成される構成
とする。
【００１５】
　この構成でも、上述の効果を得ることができる。
【００１６】
　請求項４に記載の表示装置用加飾体は、第１表示意匠と第２表示意匠が、それぞれ、目
盛と文字の少なくとも一方を有する構成とする。
【００１７】
　この構成では、第１表示意匠と第２表示意匠が、それぞれ、目盛と文字の少なくとも一
方を有するため、上述の効果を得ることができると共に、より見映えのある斬新な表示を
実現できる。
【００１８】
　請求項５に記載の表示装置用加飾体は、第１表示意匠と第２表示意匠の一方が、主目盛
であり、第１表示意匠と第２表示意匠の他方が、主目盛を補完する補完目盛である構成と
する。
【００１９】
　この構成でも、上述の効果を得ることができると共に、より見映えのある斬新な表示を
実現できる。
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【００２３】
　請求項６に記載の表示装置用加飾体は、加飾母材が、第１面と隣接し且つ第１面に対し
て第１面との第２境界線が突出する方向へ傾斜する第３面と、第３面上に第３表示意匠と
して形成された第３凸部とを備え、第３凸部の上面に形成された加飾層を除去することに
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より第３露出面を形成し、第１露出面を、第３露出面の延長面より下方に配設し、第３露
出面を、第１露出面の延長面より下方に配設する構成とする。
【００２４】
　この構成では、第１面と隣接する第３面上に第３凸部を設け、この第３凸部上に形成さ
れた加飾層を除去することにより第３露出面を形成する。第１露出面を、第３露出面の延
長面より下方に配設し、第３露出面を、第１露出面の延長面より下方に配設する。これに
より、第１凸部の形状を損なうことなく、第３凸部上に形成された加飾層を除去すること
ができ、且つ、第３凸部の形状も、第１凸部上に形成された加飾層の除去により損なわれ
ない。
【００２５】
　この結果、三つの平面にそれぞれ凸部を形成した加飾体において、各平面と各凸部の形
状によるより斬新な装飾効果を発揮させつつ、即ち、より斬新な立体感を視認者に与えつ
つ、その三つの平面の各凸部の各上面を加飾母材で表示させることができる。即ち、上述
の効果を得ることができると共に、さらに見映えのある斬新な表示を実現できる。
【００２６】
　請求項７に記載の表示装置用加飾体は、加飾母材が、加飾層と異なる色調を有する構成
とする。
【００２７】
　この構成では、加飾母材が、加飾層と異なる色調（明度、色相、彩度）を有するため、
露出面を形成した凸部を加飾層と異なる加飾母材の色調で表示させることができる。これ
により、上述の効果を得ることができると共に、さらに見映えのある斬新な表示を実現で
きる。
【００２８】
　請求項８に記載の表示装置用加飾体は、加飾母材が、透光性を有し、第２露出面が、加
飾母材が受けた光源の発する光により発光表示される構成とする。
【００２９】
　この構成では、第２露出面が、加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示される
ため、上述の効果を得ることができると共に、より見映えのある斬新な表示を実現できる
。
【００３０】
　請求項９に記載の表示装置用加飾体は、加飾母材が、透光性を有し、第２露出面は、前
記加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示され、第３露出面が、加飾母材が受け
た光源の発する光により発光表示される構成とする。
【００３１】
　この構成では、第２露出面と第３露出面が、加飾母材が受けた光源の発する光により発
光表示されるため、上述の効果を得ることができると共に、より見映えのある斬新な表示
を実現できる。
【００３２】
　請求項１０に記載の表示装置用加飾体は、加飾母材が、透光性を有し、第１露出面が、
加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示される構成とする。
【００３３】
　この構成では、第１露出面が、加飾母材が受けた光源の発する光により発光表示される
ため、上述の効果を得ることができると共に、より見映えのある斬新な表示を実現できる
。
【００３４】
　請求項１１に記載の表示装置は、請求項１ないし請求項７のいずれか一項に記載の表示
装置用加飾体と、表示装置用加飾体により加飾され且つ情報を表示する表示手段とを備え
る構成とする。
【００３５】
　この構成では、表示装置が、上述の表示装置用加飾体と表示手段とを備え、この構成に
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おいても、上述の効果を得ることができる。
【００３６】
　請求項１２に記載の表示装置は、請求項８ないし請求項１０のいずれか一項に記載の表
示装置用加飾体と、表示装置用加飾体により加飾され且つ情報を表示する表示手段と、第
１露出面と第２露出面の少なくとも一方を透過照明する光源とを備える構成とする。
【００３７】
　この構成では、表示装置が、上述の表示装置用加飾体と表示手段と第１露出面と第２露
出面の少なくとも一方を透過照明する光源とを備え、この構成においても、上述の効果を
得ることができる。
【００３８】
　請求項１３に記載の表示装置は、表示手段が、文字盤と文字盤の前面に沿って回動する
指針とを備え、表示装置用加飾体が、文字盤の前面において指針の先端の回動軌跡の外周
近傍に環状に形成される構成とする。
【００３９】
　この構成では、表示装置用加飾体が、文字盤の前面において指針の先端の回動軌跡の外
周近傍に環状に形成され、この構成においても、上述の効果を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４０】
　以下、本発明による表示装置用加飾体である加飾リング３を備え、且つ、自動車に搭載
される表示装置であるコンビネーションメータ１を例に図面に基づいて説明する。
【００４１】
　（第１実施形態）
　図１は，本発明の第１実施形態による表示装置用加飾体である加飾リング３を備えた表
示装置であるコンビネーションメータ１の正面図である。図中の矢印が示す上下方向方が
自動車の上下方向と同じである。
【００４２】
　図２は、図１中のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【００４３】
　図３は，図２に示す加飾リング３の第１露出面と３２ｃと第２露出面と３３ｃの互いの
配置関係を説明するためのリング本体３０の拡大断面図である。
【００４４】
　図４は、本発明の第１実施形態によるコンビネーションメータ１の電気回路を説明する
回路構成図である。
【００４５】
　表示装置であるコンビネーションメータ１は、自動車の運転席前方に配置されて当該自
動車に関する各種車両情報を表示している。本発明の第１実施形態によるコンビネーショ
ンメータ１は、図１に示すように、情報である自動車の走行速度を指示（表示）する表示
手段である速度計を備える。速度計は、走行速度を表示して運転者に視認させるための文
字盤２とその前面（図２の矢印が示す左側の面）に沿って回動する指針４とを備える。
【００４６】
　文字盤２は、透光性を有する材料、例えば無色透明のポリカーボネート樹脂等の文字盤
母材２０の前面に、文字２１と後述する導光部２２が、透光状態になるように、背景層２
３の開口部として設けられる。背景層２３は、例えば青色の不透光性の部材（または、つ
や消しの透光性が低い部材）を、文字盤母材２０の前面（裏面でもよい）に印刷あるいは
ホットスタンプ等を施すことにより形成される。
【００４７】
　文字盤２の略中央部には、図２に示すように、後述するムーブメント５のシャフト５１
を挿通させるための貫通孔２４が設けられ、文字盤２の裏側（図２の右側）には、ムーブ
メント５、光源である発光ダイオード６、リフレクタ７、拡散板８、およびプリント基板
９が配設される。プリント基板９は、コンビネーションメータ１の電気回路部を形成する
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ものであり、ムーブメント５と発光ダイオード６は、プリント基板９上に実装される。
【００４８】
　リフレクタ７は、発光ダイオード６からの例えば白色光を、拡散板８を介して、文字盤
２の文字２１と導光部２２へ導くものであり、白色樹脂等の高反射率を有する樹脂等から
形成される。拡散板８は、文字盤２の裏面側に固定され、発光ダイオード６の白色光を拡
散して、文字盤２の透過照明に明暗が生じないようにするものである。
【００４９】
　ムーブメント５は、例えば、交差コイル式ムーブメント、あるいはステッピングモータ
等から構成され、外部からの電気信号（本実施形態においては車速信号）に対応した角度
だけシャフト５１を回動させる。ムーブメント５のシャフト５１は、文字盤２の貫通孔２
４を通して文字盤２の前面側（図２の左側）へ延出し、その先端には指針４が固定される
。
【００５０】
　本発明の特徴であり、文字盤２と指針４を備える速度計を加飾する表示装置用加飾体で
ある加飾リング３は、図１に示すように、指針４の先端の回動軌跡の外周近傍に環状に形
成される。加飾リング３は、リング本体３０と外周リング３７を備え、リング本体３０は
、加飾母材であるリング母材３１と加飾層３４を備える。
【００５１】
　リング母材３１は、透光性を有する材料、例えば無色透明のアクリル樹脂やポリカーボ
ネイト樹脂等から環状に形成され、これと異なる色調（明度、色相、彩度）である不透光
性を有する加飾層３４は、リング母材３１の上面（図２の矢印が示す左側の面、図３の矢
印が示す上側の面）に、例えばアルミ蒸着により形成される。
【００５２】
　リング母材３１には、第１面３２と、これと隣接し且つ第１境界線３２ｄが突出する方
向（凹まない方向）へ第１面３２に対して傾斜する第２面３３とが形成される。第１面３
２上には、第１凸部３２ｂが第１表示意匠である主目盛３２ａとして形成され、第２面３
３上には、第２凸部３３ｂが第２表示意匠である補完目盛３３ａ、３３ｄとして形成され
る。補完目盛３３ａ、３３ｄは、主目盛３２ａを補完する目盛である。
【００５３】
　第１凸部３２ｂに形成された加飾層３４を除去（切削加工）することによって、第１露
出面３２ｃを形成し、第２凸部３３ｂに形成された加飾層３４を除去することによって、
第２露出面３３ｃを形成する。
【００５４】
　尚、リング母材３１は、図３において、第１凸部３２ｂと第２凸部３３ｂが、第１境界
線３２ｄ上で互いに分離して形成され、第２露出面３３ｃが第１露出面３２ｃの延長面Ａ
より下方（図中の矢印が示す下側の方向）に配設され、且つ、第１露出面３２ｃが第２露
出面３３ｃの延長面Ｂより下方（図中の矢印が示す下側の方向）に配設されように形成さ
れる。
【００５５】
　また、補完目盛３３ａに対応する第２凸部３３ｂは、図１に示すように、第１凸部３２
ｂと表示装置用加飾体の正面から見て第１境界線３２ｄに対して略垂直な方向へ向かって
互いに分離して形成され、補完目盛３３ｄに対応する第２凸部３３ｂは、第１凸部３２ｂ
と表示装置用加飾体の正面から見て第１境界線３２ｄに対して略並行する方向へ向かって
互いに分離して形成される。
【００５６】
　これは、第１凸部３２ｂに形成された加飾層３４を除去（切削加工）する際に、第２凸
部３３ｂを切削加工してしまうことを防止するためであり、第２凸部３３ｂに形成された
加飾層３４を除去（切削加工）する際に、第１凸部３２ｂを切削加工してしまうことを防
止するためである。
【００５７】
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　リング母材３１の外周に形成されたフランジ部３６は、アルミ蒸着時の持ち手や治具へ
の位置合わせ，及び、第１凸部３２ｂと第２凸部３３ｂから加飾層３４を切削除去する際
の切削機械へのチャッキングに用いられる。また、リング母材３１を透明樹脂で成型（射
出成型等）する際に，フランジ部３６の端面にゲート口を設けるようにする。
【００５８】
　フランジ部３６には、これらの加工時の傷や成型のゲートカット跡が見えるため，別体
の外周リング３７で隠すようにする。外周リング３７は、不透光性を有するアクリルニト
リル・ブタジエン・スチレン樹脂（ＡＢＳ樹脂）等から形成され、ピン３７ａ（例えば、
全周に３カ所）をフランジ部３６の貫通孔へ挿入して、これに熱かしめを施す。これによ
り、外周リング３７をリング本体３０に固定する。
【００５９】
　リング母材３１には、ピン３５が、例えば、全周に３カ所設けられ，ピン３５を文字盤
２と拡散板８の貫通孔へ挿入して、これに熱かしめを施す。これにより、リング本体３０
を文字盤２と拡散板８に固定する。尚、導光部２２は、環状に設けられ、リング本体３０
は、導光部２２を覆う位置で文字盤２と拡散板８に固定される。また、ピン３５は、光が
加飾リング３上の第１露出面３２ｃと第２露出面３３ｃを透過するのを妨げないように配
置される。
【００６０】
　外周リング３７とリング本体３０の固定及びリング本体３０と文字盤２と拡散板８との
固定は、熱かしめを行う代わりに，スナップフィットの爪等を用いることができる。また
、リング母材３１と外周リング３７は、それぞれ、樹脂成型により一体的に形成される。
【００６１】
　次に、以上説明した、本発明の第１実施形態によるコンビネーションメータ１の電気回
路構成について、図４に基づいて説明する。
【００６２】
　図４に示すように、マイクロコンピュータ等から構成される制御装置１０には、バッテ
リ１３から電力が常時供給されている。制御装置１０には、イグニッションスイッチ１２
が、その操作ポジション（オフポジション、オンポジション）を検出可能に接続され、当
該自動車の車速を検出する車速センサ１１や図示しないセンサやスイッチ等がそれらの信
号を入力可能に接続される。
【００６３】
　また、車速センサ１１からの検出信号に応じて制御装置１０によって駆動されるムーブ
メント５や、発光ダイオード６も、制御装置１０に接続される。
【００６４】
　次に、以上説明した、本発明の第１実施形態によるコンビネーションメータ１の作動に
ついて、加飾リング３の視認状態を中心に説明する。
【００６５】
　イグニッションスイッチ１２がオンされると、図４において、制御装置１０は、それを
検出して作動を開始する。即ち、制御装置１０は、車速センサ１１からの出力信号に基づ
き、当該自動車の車速を算出し、これに対応した角度だけシャフト５１を回動させるよう
に、ムーブメント５を駆動する。又、この時、制御装置１０は、発光ダイオード６を点灯
させる。
【００６６】
　点灯した発光ダイオード６の白色光は、リフレクタ７に導かれ、拡散板８で均一化され
て、文字盤２の文字２１を透過照明する。これにより、文字２１は、白色で発光表示され
、この背景部分である背景層２３は、青色で表示される。
【００６７】
　また、点灯した発光ダイオード６の白色光は、リフレクタ７に導かれ、拡散板８で均一
化されて、導光部２２を通して、加飾リング３の第１露出面３２ｃと第２露出面３３ｃを
透過照明する。これにより、銀色の加飾層３４を背景として、第１露出面３２ｃと第２露
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出面３３ｃが、それぞれ、主目盛３２ａと補完目盛３３ａ、３３ｄとして白色で発光表示
される。
【００６８】
　この結果、第１面３２と第２面３３及び第１凸部３２ｂと第２凸部３３ｂの各形状によ
る装飾効果を発揮させつつ、即ち、斬新な立体感を視認者に与えつつ、第１露出面３２ｃ
と第２露出面３３ｃを、銀色の加飾層３４と異なる白色で発光表示させることができる。
この結果、従来にない見映えのある斬新な表示を実現できる。
【００６９】
　以上、本発明の第１実施形態による表示装置であるコンビネーションメータ１では、表
示装置用加飾体である加飾リング３は、第１面３２と、第１面３２と隣接し且つ第１面３
２との第１境界線３２ｄが突出する方向へ第１面３２に対して傾斜する第２面３３と、第
１面３２上に第１表示意匠である主目盛３２ａとして形成された第１凸部３２ｂと、第２
面３３上に第２表示意匠である補完目盛３３ａ、３３ｄとしてとして形成された第２凸部
３３ｂとを備える加飾母材であるリング母材３１と、少なくとも第１凸部３２ｂと第２凸
部３３ｂ上に形成された加飾層３４とを備える。
【００７０】
　第１凸部３２ｂと第２凸部３３ｂが、第１境界線３２ｄ上で互いに分離して形成され、
第１凸部上に形成された加飾層３４を除去することにより第１露出面３２ｃを形成し、第
２凸部３３ｂ（第２露出面３３ｃ）を、第１露出面３２ｃの延長面Ａより下方に配設する
。また、第２凸部上に形成された加飾層を除去することにより第２露出面３３ｃを形成し
、第１凸部３２ｂ（第１露出面３２ｃ）を、第２露出面３３ｃの延長面Ｂより下方に配設
する。
【００７１】
　これにより、第２凸部３３ｂの形状を損なうことなく、第１凸部３２ｂの上面上に形成
された加飾層３４を除去することができると共に、第１凸部３２ｂの形状を損なうことな
く、第２凸部３３ｂの上面上に形成された加飾層３４を除去することができる。この結果
、二つの平面にそれぞれ凸部を形成した加飾体において、各平面と各凸部の形状による斬
新な装飾効果を発揮させつつ、即ち、斬新な立体感を視認者に与えつつ、露出面を形成し
た凸部を加飾層と異なる加飾母材の色調で表示させることができる。即ち、見映えのある
斬新な表示を実現できる凸部が形成された表示装置用加飾体を提供することができる。
【００７２】
　図５は，図１の変形例である。
【００７３】
　上述の例に限らず、図５に示すように、主目盛３２ａの代わりに、文字３２ａを形成し
、補完目盛３３ａ、３３ｄの代わりに、主目盛３３ａと補完目盛３３ｄを形成することも
可能である。
【００７４】
　（第２実施形態）
　図６は，本発明の第２実施形態による表示装置用加飾体である加飾リング３を備えた表
示装置であるコンビネーションメータ１の正面図である。
【００７５】
　図７は，図６に示す加飾リング３の第１露出面と３２ｃと第３露出面と３８ｃの互いの
配置関係を説明するための加飾リング３の（リング本体３０）の拡大断面図である。
【００７６】
　本発明の第２実施形態による表示装置用加飾体である加飾リング３は、図６と図７に示
すように、第１実施形態と異なり、フランジ部３６と外周リング３７の代わりに、第３面
３８を形成する。第３面３８は、第１面３２と隣接し且つ第２境界線３８ｄが突出する方
向（凹まない方向）へ第１面３２に対して傾斜するように形成され、第３面３８上には、
第３凸部３８ｂが第３表示意匠である補完目盛３８ａとして形成される。
【００７７】
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　第３凸部３２ｂに形成された加飾層３４を除去（切削加工）することによって、第３露
出面３２ｃを形成する。リング母材３１は、図７において、第３露出面３８ｃが第１露出
面３２ｃの延長面Ａより下方（図中の矢印が示す下側の方向）に配設され、且つ、第１露
出面３２ｃが第３露出面３８ｃの延長面Ｃより下方（図中の矢印が示す下側の方向）に配
設されように形成される。
【００７８】
　これは、第１凸部３２ｂに形成された加飾層３４を除去（切削加工）する際に、第３凸
部３８ｂを切削加工してしまうことを防止するためであり、第３凸部３８ｂに形成された
加飾層３４を除去（切削加工）する際に、第１凸部３２ｂを切削加工してしまうことを防
止するためである。
【００７９】
　リング母材３１には、フランジ部３６が形成されていないため、アルミ蒸着時の持ち手
や治具への位置合わせ，及び、第１凸部３２ｂと第２凸部３３ｂと第３凸部３８ｂから加
飾層３４を切削除去する際の切削機械等へのチャッキングに、フランジ部３６を用いるこ
とができない。このため、フランジ部３６の代わりに、ピン３５を用いたり、リング母材
３１の内側等に、持ち手部や位置合わせ部及びチャッキング部等を設けるようにする。
【００８０】
　以上の構成により、第２凸部３３ｂと第３凸部３８ｂの形状を損なうことなく、第１凸
部３２ｂ上に形成された加飾層３４を除去することができると共に、第１凸部３２ｂの形
状を損なうことなく、第２凸部３３ｂ上と第３凸部３８ｂ上に形成された各加飾層３４を
除去することができる
　この結果、三つの平面にそれぞれ凸部を形成した加飾体において、各平面と各凸部の形
状によるより斬新な装飾効果を発揮させつつ、即ち、より斬新な立体感を視認者に与えつ
つ、露出面を形成した三つの凸部を加飾層と異なる加飾母材の色調で表示させることがで
きる。即ち、さらに見映えのある斬新な表示を実現できる凸部が形成された表示装置用加
飾体を提供することができる。
【００８１】
　尚、加飾層３４は、アルミ蒸着に限る必要はなく、アルミやその他の金属によるめっき
や、遮光性のある例えば黒色樹脂等の塗装により形成することができる。また、加飾層３
４は、透光性を有するものであってもよい。
【００８２】
　リング母材３１は、無色透明である必要はなく、有色透明なものとすることができる。
また、リング母材３１は、不透光性を有するものであってもよく、この場合は、光源であ
る発光ダイオード６は、不要となる。
【００８３】
　即ち、加飾層３４とリング母材３１は、互いに異なる色調（明度、色相、彩度）を有す
るものとして、上述の例に限らず、種々の変形例が考えられる。
【００８４】
　また、上述の実施形態では、加飾リング３に加飾される表示手段として、速度計を形成
しているが、速度計に限る必要は無く、エンジン回転数を指示するタコメータ、水温計、
燃料残量計、電圧計等とすることができる。
【００８５】
　また、本発明は、加飾リング３に加飾される表示手段として、指針計器以外の液晶表示
器等にも適用することができる。この場合、加飾リング３は、リング形状でなく、四角形
状や、円弧形状や、Ｕ字形状等も考えられる。
【００８６】
　また、上述の例に限らないで、四つ以上の平面にそれぞれ凸部を形成した加飾体におい
ても、本発明を適用することができる。
【００８７】
　本発明の特徴は、第１面と、第１面と隣接し且つ第１面との第１境界線が突出する方向



(11) JP 4635706 B2 2011.2.23

10

20

30

へ第１面に対して傾斜する第２面と、第１面上に第１表示意匠として形成された第１凸部
と、第２面上に第２表示意匠として形成された第２凸部とを備える加飾母材と、少なくと
も第１凸部上に形成された加飾層とを備え、第１凸部と第２凸部が、第１境界線上で互い
に分離して形成され、第１凸部の上面に形成された加飾層を除去することにより第１露出
面を形成し、第２凸部を、第１露出面の延長面より下方に配設することである。
【００８８】
　この特徴を満足する限り、上述の例に限らず、種々の変形例が考えられる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】図１は，本発明の第１実施形態による表示装置用加飾体である加飾リング３を備
えた表示装置であるコンビネーションメータ１の正面図である。
【図２】図２は、図１中のＩＩ－ＩＩ線断面図である。
【図３】図３は，図２に示す加飾リング３の第１露出面と３２ｃと第２露出面と３３ｃの
互いの配置関係を説明するためのリング本体３０の拡大断面図である。
【図４】図４は、本発明の第１実施形態によるコンビネーションメータ１の電気回路を説
明する回路構成図である。
【図５】図５は，図１の変形例である。
【図６】図６は，本発明の第２実施形態による表示装置用加飾体である加飾リング３を備
えた表示装置であるコンビネーションメータ１の正面図である。
【図７】図７は，図６に示す加飾リング３の第１露出面と３２ｃと第３露出面と３８ｃの
互いの配置関係を説明するための加飾リング３の（リング本体３０）の拡大断面図である
。
【符号の説明】
【００９０】
　１　コンビネーションメータ（表示装置）、２　文字盤（表示手段）、２０　文字盤母
材、２１　文字、２２　導光部、２３　背景層、２４　貫通孔、３　加飾リング（表示装
置用加飾体）、３０　リング本体、３１　リング母材（加飾母材）、３２　第１面、３２
ａ　主目盛（文字、目盛、第１表示意匠）、３２ｂ　第１凸部、３２ｃ　第１露出面、３
２ｄ　第１境界線、３３　第２面、３３ａ　補完目盛（主目盛、目盛、第２表示意匠）、
３３ｂ　第２凸部、３３ｃ　第２露出面、３３ｄ　補完目盛（目盛、第２表示意匠）、３
４　加飾層、３５　ピン、３６　フランジ部、３７　外周リング、３７ａ　ピン、３８　
第３面、３８ａ　補完目盛（第３表示意匠）、３８ｂ　第３凸部、３８ｃ　第３露出面、
３８ｄ　第２境界線、４　指針（表示手段）、５　ムーブメント、５１　シャフト、６　
発光ダイオード（光源）、７　リフレクタ、８　拡散板、９　プリント基板、１０　制御
装置、１１　速度センサ、１２　イグニッションスイッチ、１３　バッテリ。
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